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阿賀野川と日本海をみんなで学び、豊かな環境を守り継ぐためのプロジェクトです。
このプロジェクトは日本財団「海と日本プロジェクト」の一環で実施しています。

主催／新潟開港150周年記念事業実行委員会　　共催／日本財団、新潟日報社、福島民報社
新潟市西区流通3丁目1-1
総合旅行業務取扱管理者／加藤 芳和㈱新潟日報サービスネット 企画事業課 旅行係旅行企画・実施／

社団法人 日本旅行業協会（JATA）正会員 観光庁長官登録旅行業第1883号

新潟県10組20名・福島県10組20名の計20組40名
※応募者多数の場合は抽選となります。

新潟県・福島県の小学3～6年生の子どもと保護者（2名1組）

無料 ※ペーパーナイフづくり参加費（1組1,000円）、
　食事代は個人負担となります。

対象

募集人数

参加費

無料
新潟県20名・福島県20名の計40名
※応募者多数の場合は抽選となります。

新潟県・福島県の小学5・6年生
※終了後体験レポートを提出していただくことが条件となります。対象

募集人数

参加費

その昔、阿賀野川舟運で深くつながっていた会津と新潟。新潟開港150周年を記念して、両都市の
絆をたどる2つの体験ツアーを開催します。阿賀野川の終着点、日本海へ出て佐渡へ行き海とふれ
あう1泊2日の塩コース、江戸時代から続く金物のまち三条で鍛冶体験をする日帰りの鉄コース。
夏休みの思い出に、参加者大募集!

参加費無料!! 参
加者大募集

塩と鉄の体験交流ツアー

海と日本プロジェクト2018
子ども流域連携体験交流
新潟×福島川もり海もりプロジェクト

8月25日土
〈実施日〉

（概要は裏面）

8月18日土・19日日
〈実施日〉

（概要は裏面）

当選者には7月末を
めどに通知いたします。

申込締切

2018年7月25日水必着

会津藩領津川からは「塩木」と呼ばれた薪が阿賀野川で運ばれ、
日本海沿岸各地で塩を作る燃料になりました。そして塩は阿賀野
川をさかのぼり、会津に運ばれていました。農作業に欠かせない鍬
や鎌は、新潟港から入ってきた鉄が三条で鍛えられ、製品になって
会津に運ばれていました。塩と鉄、どちらも生きていくのに欠かせな
い品は、港と川で人々の手に届けられていました。

川と海、塩と鉄




